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研究成果の概要：本研究では、理論研究やアンケート調査、視察調査、アクションリサーチを
行い、特別支援学校において実施するカリキュラム・マネジメントの取組によって専門職の学
習共同体（教職員を中心とした学校に関係する人々が学び合う学校文化）（以下：学び合う学校
文化）が醸成され得ることが明らかになった。また、専門職の学習共同体を醸成することが、
学校における専門性の継承・向上につながることが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
本研究は、カリキュラム・マネジメントと専門職の学習共同体との関連性について明らかに

した初めての研究である。 
多くの学校では教職員の大量退職や若手教員の急増により専門性の継承・向上の困難さが課

題とされている。とりわけ、特別支援学校における専門性の継承・向上の課題はより強く認識
されている。 
本研究では、質の高いカリキュラム・マネジメントの取組が学校における専門性継承・向上

の課題解決に有効である可能性を明らかにした。各学校において本研究で得られた知見を基に
したカリキュラム・マネジメントを実施することで、多くの学校の専門性の継承・向上につな
がることが期待できる。 
 
 
 
 
 
研究分野：特別支援教育 
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１．研究の目的 

対象校においてアクションリサーチを実施する中で対象校を学び合う学校文化としての姿に近
づけ、学び合う学校文化を醸成するためのカリキュラム・マネジメントの在り方のモデルを提
案すること。 
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２．研究成果 
（１）効果的なカリキュラム・マネジメントの取組を行うことで、「学び合う文化」が醸成され、
学校の専門性の継承・向上につながることが明らかになった。また、「CM の取組」、「学び合う
学校文化の醸成」、「専門性の継承・向上」はお互いに良い影響を与え合うことも明らかになっ
た（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）全教職員で実施する校内研究・校内研修でのカリキュラム・マネジメントに関する取組
は、「学び合う学校文化の醸成」と「専門性の継承・向上」の両方に直接良い効果を与えること
が明らかになった。この取組を、平易な言葉で表現すると授業研究やケース検討ともいえる。
教職員間で「カリキュラムを基軸に子どもの学びと成長に焦点をあてて、教育活動を共有し対
話しながら振り返ること」が、「学び合う学校文化」の要素の、《学校内外の協働》、《学校内の
信頼関係》、《目標の共有》の質を高めた（図 2）。 
 このカリキュラム・マネジメントの取組で学び合う学校文化を醸成し、専門性の継承・向上
に良い効果を与えるポイントとなったのは、次の４点であった。 
 
・教職員間で行う教育実践の共有・振り返り 
・教職員間での子どもの学びと成長への焦点化 
・教職員間の対話：率直に「思い・考え」を伝え合い、聴き合うこと 

・教職員間の「思い・考え」や取組をつなぐ各リーダーからの働きかけ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図１ 「カリキュラム・マネジメント（CM）の取組」、「学び合う学校文化（PLC）の醸成」、 

「専門性の継承・向上」の関係性  

図 2 学校内を中心とした「カリキュラム・マネジメント（CM）の取組」、「学び合う学校文化（PLC）

の醸成」、「専門性の継承・向上」の関係性  



（３）本研究で得られた知見を基に、特別支援学校におけるカリキュラム・マネジメントをよ
り平易な言葉で解説する冊子を作成した。この冊子については、岡山県教育委員会を通じて、
県内の特別支援学校に配布された。 
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